
地域伝統芸能全国大会開催地

開
催
記
念
式
典
に
高
円
宮
妃
久
子
さ
ま

高
円
宮
殿
下
記
念
地
域
伝
統
芸
能
賞
は
岩
国
行
波
の
神
舞
保
存
会

地域伝統芸能大賞等受賞団体

各
地
の
伝
統
芸
能
に
光

地
域
活
性
化
を
後
押
し

地
域
伝
統
芸
能
活
用
セ
ン
タ
ー


回
の
節
目

最
後
の
開
催

地域伝統芸能一堂に 山口で全国大会
「
日
本
の
祭
り
ｉ
ｎ
や
ま
ぐ
ち

」地
域
伝
統
芸
能
活
用
セ
ン
タ
ー
な
ど
主
催
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村
岡
嗣
政
県
知
事

伊
藤
和
貴
市
長

中
村
徹
会
長

高
円
宮
妃
久
子
さ
ま

表彰式の様子

■年度
　【高円宮殿下記念地域伝統芸能賞】
岩国行波の神舞保存会（山口県岩国市）
　【地域伝統芸能大賞】
　保存継承賞＝冨田人形共遊団（滋賀県長浜市）▽活用賞＝
奥州市江刺鹿踊保存会（岩手県奥州市）▽支援賞＝川邊志津
枝（島根県浜田市）▽地域振興賞＝土佐絵金歌舞伎伝承会
（高知県香南市）
　【地域伝統芸能奨励賞】
朝倉梯子獅子青年会（愛知県知多市）
　【第回地域伝統芸能全国大会記念特別賞】
　三作神楽保存会（山口県周南市）▽銀鏡神楽保存会（宮崎
県西都市）▽のんのこ諫早まつり振興会（長崎県諫早市）▽
長浜曳山の名工（滋賀県長浜市）▽橘ひょっとこ踊り保存会
（宮崎県日向市）▽島根県立浜田商業高等学校郷土芸能部
（島根県浜田市）
■年度
　【高円宮殿下記念地域伝統芸能賞】
硫黄島八朔太鼓踊り保存会（鹿児島県三島村）
　【地域伝統芸能大賞】
　保存継承賞＝真桑文楽保存会（岐阜県本巣市）▽活用賞＝
博多松囃子振興会（福岡市）▽支援賞＝横尾歌舞伎保存会床
山衣裳部（静岡県浜松市）▽地域振興賞＝天孫降臨霧島九面
太鼓保存会（鹿児島県霧島市）、鶴見田祭り保存会（横浜市）
　【地域伝統芸能奨励賞】
岩手県立北上翔南高等学校鬼剣舞部（岩手県北上市）
■年度
　【高円宮殿下記念地域伝統芸能賞】
西浦田楽保存会（静岡県浜松市）
　【地域伝統芸能大賞】
　保存継承賞＝毛馬内盆踊り振興会（秋田県鹿角市）▽活用
賞＝川越まつり協賛会（埼玉県川越市）▽支援賞＝柿田勝郎
（島根県浜田市）▽地域振興賞＝御宝殿熊野神社稚児田楽・
風流保存会（福島県いわき市）
　【地域伝統芸能奨励賞】
静岡県立横須賀高等学校郷土芸能部（静岡県掛川市）

全
国
の
伝
統
芸
能
団
体
が
一
堂
に
会
す
る
「
日
本
の
祭
り
ｉ
ｎ
や
ま
ぐ
ち
２

０
２
２
」
が

月
８
～
９
日
、
山
口
市
の
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
を
主
会
場
に

開
か
れ
た
。
海
外
を
含
め
た
約

団
体
が
演
技
を
披
露
し
、
観
客
を
魅
了
し
た

（

月

日
付
既
報
）
。
当
日
の
模
様
を
写
真
な
ど
で
紹
介
す
る
。
な
お
、
こ

の
催
し
は
毎
年
開
か
れ
て
い
る
が
、

回
目
と
な
る
今
回
が
最
後
の
開
催
と
な

る
。

高円宮殿下記念地域伝統芸能賞を受賞した岩国行波の神舞

　　　　　　勇壮な江刺鹿踊り

久
子
さ
ま
を
迎
え
る
北

中
山
子
ど
も
神
楽
（
岩

国
市
）

　　　３人１組で人形を操る冨田人形

土
佐
絵
金
歌
舞
伎

朝
倉
梯
子
獅
子
青
年
会
に
よ
る
朝
倉
の
梯
子
獅
子

地
域
伝
統
芸
能
活
用
セ
ン

タ
ー
と
自
治
体
に
よ
る
「
地

域
伝
統
芸
能
全
国
大
会
」
は

今
年
、
第

回
の
節
目
を
迎

え
た
。
祭
り
を
通
じ
て
地
域

の
観
光
と
商
工
業
の
振
興
を

図
っ
て
き
た
が
、
今
回
の
大

会
を
も
っ
て
終
了
す
る
。

寺
西
達
弥
理
事
長
は
「
今

後
は
こ
れ
ま
で
培
っ
て
き
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
し
、
祭
り

に
関
す
る
情
報
提
供
や
ア
ド

バ
イ
ス
を
行
い
、
地
域
活
性

化
を
後
押
し
す
る
」
と
今
後

の
方
向
性
を
示
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
は
、
１
９
９

２
年
５
月
に
制
定
、
９
月
に

施
行
さ
れ
た
「
地
域
伝
統
芸

能
等
活
用
法
」
、
い
わ
ゆ
る

「
お
ま
つ
り
法
」
の
目
的
を

遂
行
す
る
た
め
、
同
年

月

に
通
商
産
業
省
（
現
・
経
済

産
業
省
）
、
運
輸
省
（
現
・

国
土
交
通
省
）
主
管
に
よ
っ

て
設
立
さ
れ
た
。

地
域
伝
統
芸
能
全
国
大
会

の
開
催
を
は
じ
め
、
支
援
事

業
や
顕
彰
事
業
、
海
外
へ
の

広
報
宣
伝
・
派
遣
事
業
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。

地
域
伝
統
芸
能
全
国
大
会

は
「
お
祭
り
甲
子
園
」
と
も

い
わ
れ
、
重
要
な
観
光
資
源

で
あ
る
各
地
の
地
域
伝
統
芸

能
、
祭
り
の
知
名
度
向
上
を

通
じ
て
、
地
域
の
観
光
と
商

工
業
の
振
興
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

初
回
は
１
９
９
３
年
３
月

に
東
京
・
両
国
国
技
館
で

「
地
域
伝
統
芸
能
歳
時
記
」

と
し
て
開
催
。
同
年

月
に

金
沢
市
に
お
い
て
「
第
１
回

地
域
伝
統
芸
能
全
国
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
」を
開
き
、以
後
、

毎
年
全
国
各
地
で
開
催
し
て

い
る
。
開
催
地
は
公
募
に
よ

り
募
集
。

全
国
大
会
で
は
メ
イ
ン
会

場
で
の
式
典
、
表
彰
、
公
演

や
サ
ブ
会
場
で
の
公
演
の
ほ

か
、
会
場
内
や
周
辺
で
の
観

光
・
物
産
展
、
ご
当
地
グ
ル

メ
市
な
ど
、
観
客
だ
け
で
な

く
、
多
く
の
人
が
楽
し
め
る

よ
う
工
夫
を
凝
ら
す
。
コ
ロ

ナ
前
は
交
歓
の
夕
べ
も
催
さ

れ
、
親
睦
を
深
め
た
。

今
回
の
山
口
大
会
を
最
後

に
全
国
大
会
は
終
了
す
る

が
、
同
セ
ン
タ
ー
は
引
き
続

き
、
地
域
伝
統
芸
能
の
振
興

を
通
じ
て
、
観
光
と
地
域
振

興
を
応
援
す
る
。

同
セ
ン
タ
ー
の
連
絡
先
は

☎
０
３
（
５
８
０
９
）
３
７

８
２
、
フ
ァ
ク
ス
０
３
（
５

８
０
９
）
１
４
３
０
。

全
国
の
伝
統
芸
能
団
体
が

一
堂
に
会
す
る
「
日
本
の
祭

り
ｉ
ｎ
や
ま
ぐ
ち
２
０
２

２
」
（
地
域
伝
統
芸
能
全
国

大
会
「
地
域
伝
統
芸
能
に
よ

る
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
大
会

や
ま
ぐ
ち
」
）
の
開
催
記
念

式
典
が
８
日
、
山
口
市
の
Ｋ

Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
で
、
高

円
宮
妃
久
子
さ
ま
を
お
迎
え

し
、
開
催
さ
れ
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
あ
い

さ
つ
し
た
地
域
伝
統
芸
能
活

用
セ
ン
タ
ー
の
中
村
徹
会
長

は
、
「
全
国
大
会
は
こ
れ
ま

で
毎
年
開
催
し
て
き
た
が
、

２
０
２
０
年
、

年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
っ

た
。
今
年
は
３
年
ぶ
り
の
開

催
で
、
山
口
大
会
は
記
念
す

べ
き
第

回
の
節
目
と
な

る
。
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は


年
を
区
切
り
と
し
て
、
今
回

の
開
催
を
最
後
と
す
る
」
と

述
べ
た
。

そ
の
上
で
、
「
山
口
県
は

室
町
時
代
に
花
開
い
た
大
内

文
化
を
現
在
に
ま
で
継
承

し
、
明
治
維
新
に
始
ま
る
新

し
い
文
化
も
取
り
入
れ
、
開

花
さ
せ
た
地
で
あ
る
。
全
県

挙
げ
て
保
存
・
継
承
に
尽
力

さ
れ
て
お
り
、
最
後
の
大
会

が
こ
の
地
で
開
催
さ
れ
る
こ

と
は
誠
に
意
義
深
い
」
と
強

調
し
た
。

来
賓
の
村
岡
嗣
政
知
事
は

「
伝
統
芸
能
は
地
域
の
愛
着

や
誇
り
を
育
む
上
で
欠
か
せ

な
い
も
の
。
次
世
代
に
継
承

す
る
こ
と
で
地
域
活
性
化
、

交
流
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ

た
い
」
と
意
欲
を
示
し
た
。

伊
藤
和
貴
市
長
は
「
最
後

の
大
会
が
市
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
喜
び
を
感
じ
る
一

方
、
し
っ
か
り
と
成
し
遂
げ

な
け
れ
ば
と
い
う
重
責
も
感

じ
て
い
る
。
伝
統
芸
能
は
地

域
の
宝
で
あ
り
、
誇
り
、
愛

着
を
も
た
ら
す
重
要
な
地
域

資
源
で
も
あ
る
。
さ
ら
な
る

振
興
、
継
承
、
発
展
に
つ
な

げ
て
い
き
た
い
」と
話
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
観
光
庁
の
和

田
浩
一
長
官
、
経
済
産
業
省

の
田
中
一
成
商
務
・
サ
ー
ビ

ス
政
策
統
括
調
整
官
が
来
賓

出
席
、
あ
い
さ
つ
し
た
。

同
セ
ン
タ
ー
の
名
誉
総
裁

を
務
め
ら
れ
る
久
子
さ
ま
は

「
山
口
は
本
州
、
九
州
、
大

陸
か
ら
の
文
化
が
融
合
し
、

新
た
な
文
化
が
創
造
さ
れ
た

地
。
大
内
文
化
に
代
表
さ
れ

る
国
宝
や
明
治
維
新
を
け
ん

引
し
た
志
士
に
ま
つ
わ
る
史

跡
も
数
多
く
あ
り
、
観
光
客

に
人
気
の
場
所
」
と
述
べ
ら

れ
た
。

ま
た「
こ
の
大
会
を
機
に
、

日
本
各
地
の
伝
統
文
化
が
再

認
識
さ
れ
、
地
域
へ
の
愛
着

や
誇
り
を
育
む
と
と
も
に
、

地
域
の
活
性
化
を
促
し
、
国

際
交
流
に
も
役
立
つ
こ
と
を

心
よ
り
願
い
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
さ
れ
た
。

久
子
さ
ま
は
大
会
開
催
に

尽
力
し
た
中
村
会
長
の
功
績

を
た
た
え
、
観
客
に
向
け

「
拍
手
の
気
持
ち
を
表
に
出

し
て
い
た
だ
け
れ
ば
」
と
述

べ
る
と
、
大
き
な
拍
手
が
起

こ
る
一
幕
も
あ
っ
た
。

地
域
伝
統
芸
能
大
賞
の
表

彰
式
も
行
わ
れ
、
高
円
宮
殿

下
の
ご
遺
徳
を
永
く
伝
え
る

た
め
に
創
設
さ
れ
た
「
高
円

宮
殿
下
記
念
地
域
伝
統
芸
能

賞
」
は
、
地
元
岩
国
市
の

「
岩
国
行
波
の
神
舞
保
存

会
」
に
贈
ら
れ
た
。
ス
テ
ー

ジ
で
は
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー

が
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る

「
岩
国
行
波
の
神
舞
」
を
披

露
し
た
。

「
保
存
継
承
賞
」
を
受
賞

し
た
、
３
人
１
組
で
人
形
を

操
る
滋
賀
県
長
浜
市
の
「
冨

田
人
形
」
や
、
「
活
用
賞
」

に
選
ば
れ
た
、
鹿
の
頭
を
か

ぶ
っ
て
踊
る
岩
手
県
奥
州
市

の
「
江
刺
鹿
踊
り
」
な
ど
が

次
々
と
披
露
さ
れ
た
。

こ
の
日
は
、

、

年
度

の
受
賞
団
体
の
表
彰
も
行
っ

た
。




